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平成16年 脳損傷友の会・いばらき 集会活動が始まる 
平成17年 神栖地区集会活動が始まる 
平成18年 県北地区，県南地区，神栖地区担当の地区委員配置地区集会活動 
        が本格化 
平成19年 会報誌 「筑波のかえる」発行を開始，年4回定期発行 
平成25年 当会窓口を筑波記念病院リハビリテーション部へ移転し 
        「家族会交流室」事業を筑波記念病院内にて開始 
平成26年 設立10周年記念として当事者情報を集約し記載できる 
        「わたしのことファイル」を作成，会員・関係者へ配布 
平成27年 設立10周年記念事業として，記念大会をリハビリ講習会と併せて開催 
令和元年 会の名称を「高次脳機能障害友の会 いばらき」に変更 
       「家族会交流室」事業の会場を筑波大付属病院内に移設        
令和2年  「当事者会」を定例会として始める                
                  
                  ※ 現在会員数57家族114名 賛助会員40名 



 高次脳機能障害とその支援に関する知識の普及啓発を目的とした「茨城県リハビリ
講習会」年２回開催に，実行委員として協力 

 高次脳機能障害者の事例検討会を行っている「大人とこどもの高次脳機能障害を考
える会いばらき」への協力 

 県に要望書を提出 
 会員相互の交流の場として，家族と当事者の集会を，水戸・神栖・つくばの3地区にて
開催，他にも学習会を開催 

 作業療法士会の支援を受け，日帰りバス旅行，調理会などの活動 
 高次脳機能障害に関する相談交流会「家族会交流室」の開催 
 会報「筑波のかえる」を年4回発行 
 ホームページの掲載 
 研修会・講演会などの講演協力 

 
 



みなさん，とてもお上手です！ 



素敵な作品ばかりです！ 



支援センターの小原センター長に講師をお願い
して、俳句を創りました。とても良い経験となり
ました。 



高次脳機能障害支援センター
のご協力で当事者会を開催。 
「笑顔で楽しく過ごす秘訣」を
テーマに、元気になる方法を
みんなで一緒に考えました。 



 水戸・神栖・県南の3地区で行っている家族の交流会に相談支援コーディネーターが参加。専門
的な相談にも対応していただいている。 
 

 家族会の集会、当事者会に支援コーディネーターが参加、企画にも支援協力をお願いした。 
 

 家族会会員の個々の相談に対応していただいている。 
 

 茨城県の施策として家族会の当事者がデザインをした缶バッチを制作。発表会を開催して、広く
高次脳機能障害の理解啓発を行った。 
 

 支援センター開催の講演会・研修会に家族、当事者が体験発表者として協力。 
 

 地域ネットワーク形成の一環としての支援機関・施設連絡会に家族会として参加。意見交換を
行った。 
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調理会 





笑顔がいっぱいあふれる会でした。 





 
当事者の藤井ケイイチさん
の歌声は本当に心に響く歌
声です。 
昨年１１月には志村大宮病
院で院内コンサートを行い
ました♪これからも活動を
続けて行きますのでよかっ
たら声をかけてください。 



so8tSHqB 

お母さまが執筆された「お母
さんのこと忘れたらごめんね」
の本をきっかけに親子で体験
発表をしました 



支援状況 
 平成30年、「リハビリは地域で」ということで県立リハビリテーションセンターが廃止され 
 同年に高次脳機能障害支援拠点を専門職（心理士・看護師・生活支援員・福祉相談員） 
 のコーディネーターと嘱託医師が従事する「茨城県高次脳機能障害支援センター」として 
 県立医療大学の敷地内に新たに開設。 

 

 相談・技術支援として地域に赴いて支援する「モバイル型支援」を開始。 
 

 支援ネットワーク構築のため、高次脳機能障害支援協力病院として、27病院が県に指定

され，連絡会・研修会を実施。また，県内の医療・福祉圏５ブロックで支援機関・施設連絡
会を開催。医療・福祉・行政・就労・家族会の積極的な交流と情報交換を進める。 
 

 家族会支援として家族会交流会、集会活動、当事者発表、講演協力などに支援と連携。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
  
 



課題 
 廃止された県立リハビリテーションセンターで行っていたような、入所型の複合的
な高次脳機能障害の専門的リハを実施できるところがない。 

 
 茨城県内の市町村で高次脳機能障害の窓口担当課の理解と支援が不足している。 

 
 社会的行動障害で支援が困難になり、偏見が強まるなど，まだまだ高次脳機能障
害の理解が進んでいない。 
 

 茨城県内で高次脳機能障害に対応できる地域資源が少ない。 
 

 高次脳機能障害者を復職、就労につなげる地域支援が乏しい。 
 
県によって高次脳機能障害の支援体制が大きく違う。地域格差の是正のためにも 
発達障害者支援法のような国の対策が必要。 

 
 



 会員相互間、ならびに行政・医療・福祉等の関係者との交流や連携によっ
て情報交換や課題を共有し，支え合うネットワークづくりが出来たらと思い
ます。 

 地域社会の方々に認知・理解していただけるように活動していきたいと思っ
ています。 

 高次脳機能障害者のより良い環境の改善に向け、行政へ要望して参りま
す。 
 
 

    今後ともよろしくお願いいたします。 
ご清聴ありがとうございました。 
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